2012年度　公益社団法人　山形青年会議所

第７回　定例理事会　議事録

日　時　：２０１２年６月１９日（火）

１８：３０～２２：００

場　所：パレスグランデール
１．開会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
２．ＪＣＩクリード昌和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤委員長
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　　　　　理事長　　　　　　
野　口　雅　弘

　　　　　直前理事長　　　　　
船　橋　吾　一（欠席）
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三　浦　孝一郎（公欠）
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井　上　周　士

　　　　　副理事長　　　　　　　中　村　祥　之
　　　　　専務理事　　　　　　
鈴　木　辰太郎

　　　　　監事　　　　　　　　　齊　藤　秀　昭

　　　　　監事　　　　　　　　　酒　井　貞　和（欠席）
　議長　　　　　　　　　三　沢　慶　洋（欠席）
特別委員長　　　　　　東海林　　　仁
副議長　　　　　　　　佐　藤　貴　博（欠席）
　　　　　室長　　　　　　　　　安　藤　太一郎

本部長　　　　　　　　鈴　木　　　力

　　　　　室長　　　　　　　　　遠　藤　智　大（遅参）
　　　　　室長　　　　　　　　　中　村　正　利（遅参）
室長　　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長　　　　　　　　横　山　隆　太

委員長　　　　　　　　菅　原　真　司
委員長　　　　　　　　佐　藤　正　敏
委員長　　　　　　　　矢　口　政　則

委員長　　　　　　　　櫻　井　　　靖
委員長　　　　　　　　渡　部　明　弘

総括幹事　　　　　　　近　藤　英　雄

事務局長　　　　　　　武　田　靖　裕

オブザーブ　　　　　　黒　沼　　　望
オブザーブ　　　　　　庄　司　安　宏
オブザーブ　　　　　　荒　井　要　雄
６．会議成立の確認




　　　武田事務局長
本日の出席者数１８名、理事構成メンバーの内、議決権を有する２２名の過半数となる定足数に達しており、定款第５章第３２条の規定に基づき、本会議が成立する事をご報告致します。
７．議事録署名人の指名




　　　野口理事長
８．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部委員長
９・理事長挨拶
皆様、改めまして本当にお疲れ様でございます。本当に怒涛の６月を何とか乗り切ったと思います。まずは一言、皆様に対しまして御礼を申し上げます。ＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクトから始まりまして、ＡＳＰＡＣ香港とそして昨日まで東日本のじゃがいも大会とＬＯＭの対内、対外的な事で皆様にご参加していただき、ご尽力いただき厚く御礼申し上げます。
また出向者の方におかれましても本当に大変な時期を過ごして無事ここまでたどり着いたのかと思います。１３回あるうちの７回目、ちょうど折り返しをしたところです。

まだまだ皆様には頑張っていただいて山形の為にご尽力、そしてもうひと踏ん張りしていただきたいというのが私の今の率直な感想です。
この間の例会の話をさせていただきます。齊藤幹事が最初３３名で始まったとおっしゃいました。正直申しまして寂しいなという気であります。確かにＡＳＰＡＣを取って翌週１５日の金曜日に例会がある。その日が非常に厳しいというのは前々から皆さんご存知だと思います。ここで今一度この理事のメンバーが踏ん張っていただかないと今後の２０１２年の山形青年会議所の展望、そして２０１３年度への山形青年会議所での活動への橋渡しというのはなかなか無理なのではないかと思っております。そしてもう一つ厳しいことを言えば２０１４年のＡＳＰＡＣ山形大会というのは、我々の中では始まっていると感じております。その先の方まで一つひとつ、この理事のメンバーの方にはもう一度この時期に考えていただいて、明日からもしくは来月からしっかりと山形青年会議所の歩みを止めることなく５８年目へしっかり繋ぎたいと思います。
さてこの間の例会のもう一つ繋ぎではありますが東海林特別委員長、鈴木本部長本当にお疲れ様でした。いよいよ我々が日の目を３２年間山形市に明るい夜空の輝く花火がやってきました。是非とも今一度皆様に協賛金からそして開業の設営そして警備とそういったものを今一度ＬＯＭのメンバー一人ひとりに、特に委員会メンバー一人ひとりに伝えていただいて３３回目もしっかりと花火が打ち上げられるそして成功に終わる、そしてその成功が次の山形青年会議所の運動に繋がるそんなことをもう一度だけＬＯＭのメンバーに伝えていただきたいと思っております。今日実は東海林特別委員長から電話をいただきました。「理事長、やばいのではないか。協賛金が全然集まっていないです。何か一言言って下さい。」もちろん私も言うつもりでいました。私も実は実績的にゼロというのが正直な話で申し込みの紙をいただいたのですけど実は出しておりません。１つ自分の中でも区切りがあって会員大会まで一通り御礼が終わってから花火に切り替えようと思っていまして東海林特別委員長、不安な中でありますが本当にそこからはしっかりと花火に繋げさせていきたいと思っております。もう皆さんの中では２０１２年のＡＳＰＡＣ香港大会は終わって下さい。もう次のステップにどんどん行って下さい。本当に大変だったと思いますが齋藤実行委員長の下でしっかりやりましたのであとは担当ごと自分たちの役割を認識していただいて繋げていただきたいと思っております。
あと、私から個人的に私の会社でよく仕事をするには段取り八分の仕事二分。多分皆さんの会社でもどこでもそうでしょうが今日の理事会にしても色々なことにしてもＡＳＰＡＣにしても花火にしても段取りが八分でございます。当日の仕事なんて多分二割、へたしたら二割も無いのかもしれません。今日、私が朝起きて１つやってしまいました。実は契約という訳ではなかったのですが仕事を決める時に大事な資料が全部パソコンに入っていると思って、そのまま行ったらデータが消去されていまして全然打ち合わせにならなくて、それでも向こうの方は以前の資料の中からお話を進めさせていただけまして、何とか午前中の仕事を終わらせたのですが、これはやっちまったなと思いながら気が抜けているのか抜けてないのか解らないのですが、午後の仕事もちょっと段取りをしておけば仕事なんて３０分か２０分で終わる仕事が段取りを飛ばしてしまい、実際は２時間もかかって今日のこの理事会も自分の中では本当にぎりぎりで来ておりました。今日読むノートも忘れてきてしまいました。一日がすごく外れるとなかなか修正が効かないなと思いながら一日反省しながらこの場に来ました。是非そういう事がないように皆様には理事会もそして例会もそして今後の事業も段取りが八分、段取りというのはこの皆様が今手に持っている議案でありますので是非とも議案に対しては手を抜かずに、議案以上の事は絶対に出来ないはずです。それは皆さんが感じていると思います。そして皆さん理事のメンバーは口では言いますが、本当に段取りをしっかりしておけばその事業をやる上でそれ以上の事が出来るかもしれません。中途半端な段取りはかえって自分たちの愚痴になります。そして曖昧な気持ちでやればそれが本当の浪費になります。以前も言いましたがなんとなくやらされ感のうちはまだ二流、そして使命感を持った時は一流、そして天命と自分の事業、仕事に思った時は超一流。これは私の会社のトイレに行けば書かれている物ですが、そういった形で使命より天命と思って青年会議所活動にもご尽力いただきたい。そう思っております。そして最後にいつも齊藤幹事がＪＣを楽しんでいますかという掛け声をかけます。私もここ２ヶ月３ヶ月位、ＪＣは楽しいのですけど、実際本当に楽しいとは感じられないというかプレッシャーになって心の底から楽しいとは言えませんでした。多分、齋藤実行委員長もそんな感じでＡＳＰＡＣまで過ごしていたと思います。ようやくちょっと気が抜けたわけではないのですけれど、１２月まで自分がこんな風にしてＪＣをやりたいなんていうのをもう一回この場で肩の荷が下りたというか自分の今年の目標の２０１２年で２０１４年のＡＳＰＡＣを実現するという一つの仕事を終えてまた次にやっていきたいという意欲が湧いてきました。そんな感じでまずは皆様にもう一度言いますが２０１２年のＡＳＰＡＣCはここで終わっていただきたい。そして次なる目標、自分たちの事業に対して今一度確実に前へ前へと進んでいただきたいと思っております。
今日は一番冒頭の審議に２０１３年に東北地区協議会会長としてＬＯＭとして荒井寛君を推薦します。その審議には是非皆様お一人おひとりの気持ちを持って拍手を持って承認していただきたい。その他、今後どんどんどんどんそういった出向の役職来るとは思いますがそれも皆さんが率先して受けていただきたいそんな風に思っております。まずはいつもの事ながら今日の理事会、皆さんの有意義な時間になりますことを祈念申し上げ私の理事長の挨拶とさせていただきます。今日もどうぞよろしくお願いします。
１０．　直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋直前理事長
（欠席のため割愛）
１１．　議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部委員長

１２．　議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長
１３．  確認事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
　　　確－０１　山形ブロック会員大会新庄大会への参加促進について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渉外支援委員会

横山委員長【上程】
７月８日、日曜日で日程が迫っている。取りまとめいただいているが未提出の所もある。皆で行きましょうという事なので委員会メンバーへ声掛けお願いしたい。
安藤室長【補足】
昨年私もブロックに出向しブロック会員大会は大きな大会で事業を行うものだと思う。多くのメンバーが出向しているので是非多くの方に参加していただきたい。声掛けご支援お願いする。
　　　確－０２　サマーコンファレンスへの参加促進について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渉外支援委員会

横山委員長【上程】
７月２１日、土曜日から２２日まで開催される。議案の中にサマコンのＨＰアドレスをのせた。多種多様なセミナーがあるので委員会メンバーへの声掛けお願いしたい。これから出欠を同報で流すが倉敷ＪＣとの合同ＬＯＭナイトを佐藤委員長での担当にもなっているので取りまとめのご協力お願いしたい。
安藤室長【補足】
本年、日本青年会議所へ出向しているが前日２０日には日本青年会議所の理事会もあるので多くの皆さんと共に横浜へ行きたいと思う。
齋藤副理事長【補足】
サマコンの予定が出ているが他に御礼ＰＲという事でロビー活動もしくは東北地区ナイト、又は国際出向者ナイトと行事が出ていきている。確認中だが、そこに対して皆さんと御礼バナーＰＲ活動をしたいと思う。多くの参加をお願いしたい。
１４．  討議事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１５　審議事項

　　　審－０１　２０１３年度東北地区協議会会長候補者の推薦（案）承認に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　　鈴木専務理事【上程】

２０１３年度東北地区会長、そして日本青年会議所としては東北地区担当常任理事に荒井寛君を推薦致したく上程致します。慎重審議お願いする。

齋藤副理事長【意見】

２０１３年の東北地区会長だが山形でも意味のある年の地区会長輩出なので東北を纏めていただき東北は１つという事で激務ですが頑張っていただきたい。

中村副理事長【意見】

日本ＪＣにおいても常任理事という事で東北を纏めつつ日本の中でも存在感を示して欲しい。

井上副理事長【意見】

荒井特別顧問の過去の実績から見ても素晴らしいものがあるしＬＯＭとしても自信をもって推薦したい。頑張っていただきたい。

野口理事長【コメント】

添付資料に理事長推薦者というのがある。私の気持ちは推薦書にすべて書いた。皆様にお願いがある。推薦するからにはＬＯＭとしてしっかり支えていただきたい。

そしてもう１つが我々の地区会長だという意味だ。山形の方はどうしても震災というのが、あまり携わってない。もしかしたら自分で一杯かもしれない。ただ以前も言ったが、東北は１つで未だに消える事の無い震災の爪痕をしっかりと山形青年会議所が東北のリーデイングとして支えていただきたい。その１点がＬＯＭの皆様へのお願いだ。

承認可決

荒井特別顧問【挨拶】

承認誠に有難うございます。今回の立候補にあたり経緯、理由に関しては前回の理事会で、お話ししたので繰り返しません。実際地区の会長になって何をするのか、何をしなければいけないのかという事に関しては今年度の東北地区協議会の上松会長の方針をしっかりと踏襲して進めていくというのが大事であります。具体的な内容に関しては今立候補の為の意見書、いわゆる初信ですが５０００文字の意見書を今書いている途中です。いずれ皆様に目を通していただくものなので、あえてこの場所では申し上げません。是非その内容を一読いただきたい。そして皆様に確認いただきたい。いずれにしてもＬＯＭ、山形ブロックを代表して地区の方に出向という、議案にもありますが山形ＪＣとしては４人目、３３年ぶりの会長という事ですので、しっかりとその様な重責を認識して務めて参りたいと思います。どうぞ皆様からご支援を賜る事を多々あるかと思いますので、どうぞご協力の程宜しくお願い致します。本日は有難うございました。

　　　審－０２　　第33回山形大花火大会の実施（案）並びに予算（案）承認に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花火大会特別委員会

東海林特別委員長【上程】
業務委託三千万円の業務委託の件上程させていただく。慎重審議お願いする。協賛金について例会時、本日とお持ちいただいた皆様に感謝する。しかしながらこれまでに比べて集まりがまだまだ足りない。今年はＡＳＰＡＣがあったからという声もあるが、来年もいろんなことがある。２０１４年は山形でＡＳＰＡＣがある、そんな中で花火大会が行われるはずである。様々なことが行われる中、今一度危機感を持って委員会メンバーにご協賛金をお願いしてほしい。
鈴木本部長【補足】
遠藤室長【補足】
よろしくお願いします。
井上副理事長【補足】
皆様お力を貸してください。よろしくお願いします。
渡辺委員長【財政審査】

予算の方は特に問題ございません。
安藤室長【意見】
これまでの業者さんだけでなく、相見積もりを取っているのはいいことと思う。
伊藤室長【意見】
協賛金がんばりたい。委員メンバーにも声かけする。
承認可決
　　　審－０３　「やまがた案内番所」の検証事業報告（案）承認に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元気あるやまがた創造委員会
遠藤室長【上程】
案内番所の閉所ということで加盟関係各所を回ってきた。とてもいい企画だったと声をかけていただくこともあった。一旦閉所となるが慎重審議よろしくお願いする。
井上副理事長【補足】
今後またしっかり連携を取りながら山形をＰＲすることを頑張っていきたい。
矢口委員長【意見】
苦情の決断だったと思う。これまでの足跡は今後の事業に結びつくと思う。
横山委員長【意見】
人のつながりと言う財産が残ったと思う。これからの部分に活かせればいいと思う。
中村副理事長【質問】
議案の書き方で事業報告の際は事業報告と書くべきではないか。
鈴木専務【回答】
ご指摘ありがとうございます。表題を見て分かるようにとの配慮だと思う。昨年はそのように対応した。本年度も統一したいと思う。
承認可決
　　　審－０４　倉敷青年会議所との交流（案）承認に関する件
活力あるひとの創造委員会
中村室長【上程】
前回皆様からご意見を頂戴して内容変更させていただいた。慎重審議よろしくお願いする。
中村副理事長【補足】
倉敷ＪＣさんとの交流、合同ＬＯＭナイトが一緒の議案書になっているように見えるので分かりづらいかもしれない。お互いのことをよく知ってより交流を深めていこうということである。来年以降のことも懇親会の場で話していこうという趣旨である。会場との兼ね合いもあり８０名の参加がデッドラインであるので多くの方に参加いただきたい。よろしくお願いする。
横山委員長【意見】
委員会ごとではなくその場にいるメンバーごとで一緒に活動するところも出てくるのかなと思っていた。星取り表まで作ることはないと思うがサマコンの出欠のとりまとめしていく中で我々の中で発信していく参加者を見ながら事前にイメージを作ってからされた方がいいかと思う。うまく連動して進めていきたい。
東海林特別委員長【質問】
段取り八分というのがこの議案だろうと思う。完璧に準備しても色々起きるのが事業であるので前回の理事会で現地調査に行って欲しいと言いましたが行ったのか。
佐藤委員長【回答】
松田副委員長と二人で行ってきた。会場内も確認してきた。死角も生まれる会場だったのだがモニター、スクリーンを活用し設営したい。５０名以上の参加をお願いする。
近藤総括【意見】
昨年設営させていただいた。倉敷ＪＣさんはご存知のように活力あるＬＯＭなので、山形ＪＣとしても負けないようなＰＲ活動していただきたいと思う。
桜井委員長【意見】
参加者多く募れるよう協力したいと思う。
承認可決
　　　審－０５　3月公開例会の企画、実施、事業報告（案）並びに決算（案）承認に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誇りある会員開発委員会

伊藤室長【上程】
矢口委員長【報告】
慎重審議よろしくお願いする。

井上副理事長【意見】
非常にいい例会だった。青年会議所の本当の目的というのが世界的恒久平和ということを恥ずかしながら初めて知った。今週日曜日横浜でこのセミナーの完全版があるので参加して勉強してくるつもりだ。
中村副理事長【意見】
新入会員が意識高く委員長の方々からも色々ご指導いただきたい。２０１４年まで意識高くいきたいところでの非常にいい例会だった。
齊藤監事【意見】
本件に関して手続き上審議に値しない。監査を受けていないようだ。次回再上程をお願いしたい。
審議取り下げ
　　　審－０６　新入会員の入会認証（案）に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誇りある会員開発委員会
伊藤室長【上程】
２０名の認証をお願いしたい。まだ４５名には未達だが本年後半も頑張っていく。
矢口委員長【報告】
２０名の仮会員認証となり、スポンサーとして心良くお引き受けいただき御礼申し上げる。配属に関してもリストに載せているのでご確認お願いする。最後まであきらめず頑張っていく。
中村室長【意見】
力不足でまだ会員獲得に至っていないが引き続き頑張りたいと思う。
横山委員長【質問】
仮配属先はこの審議を持ってこの配属となるのか。
矢口委員長【回答】
この形で配属となる。バランスを考えて配属をさせていただいた。
承認可決

　　　審－０７　諸規定の変更（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

武田事務局長【上程】
慎重審議お願いする。
鈴木専務【補足】
前回総会にあげるべきか否かということでこの審議でご意見なければ理事会の承認を持って検討させていただきたい。
安藤室長【意見】
１４番の依頼事項は委員長から周知するのではなく定期発送などの手法で周知する方がニュアンスの違いなど生まれにくいのではないか。
鈴木専務【回答】
メンバーへの周知については検討する。
承認可決

１６　協議事項

　　　協－０１　10月例会の企画・実施（案）に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渉外支援委員会

横山委員長【上程】

安藤室長【補足】
10月の例会是非ご期待いただきたい。どうぞよろしくお願いする。
齋藤副理事長【補足】

今年度２５名の出向者を出しているが、来年はそれより多くの出向、是非皆さんにしていただけなければならないというＬＯＭの状況がでてくるかと思う。東北地区、日本、ＪＣＩとさまざまな出向の場面を報告会で労をねぎらいながら、皆様に協議しアイデアをいただきたい。
井上副理事長【意見】

パネルディスカッションも今年はまた重視していただきしっかりと来年に繋がるよう出向者をより多く特に新入会員の方多く参加していただきたい。

中村副理事長【意見】
ＬＯＭのメンバーとして出向する、しないか一番求められている。逆に協議会で何を求められているか要望お願いされると思う。若い方々にお知らせするのもいいのではないかと思う。

東海林特別委員長【質問】

出向されている方が３０名弱いるが、一人何分でどのように考えているのか。

横山委員長【回答】

一人3分として考えている。

東海林特別委員長【意見】

せっかくの機会なのでもう少し時間をいただきたい。時間の配分を検討お願いする。頑張って欲しい。
　　　協－０２　9月公開例会の企画・実施（案）に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元気あるやまがた創造委員会

菅原委員長【上程】
遠藤室長【補足】

日程だが、こんのみさこさんを是非ともお呼びしたいので９月１７日（月）に日程変更お願いしたい。

櫻井委員長【質問】

総会も17日に移動なるのか。

菅原委員長【回答】

例会の前に総会も予定して話を進めている。

中村室長【意見】

講師のこんのみさこさんの件だが、スケジュールの方は本当に９月１７日で大丈夫なのか確認されたのか。再度確認慎重に進めてもらいたい。

渡部委員長【質問】

通信費に入場整理券５０枚とあるが使い方はどのように考えているのか。
菅原委員長【回答】

通信費は事前にメールで出席名簿をとり、メールできない方に関しては、はがきで直接郵送しようと考えている。予算の都合上５０枚にしている。

渡部委員長【質問】

整理券は事前にプリントアウトして来るのか。

菅原委員長【回答】
事前にプリントアウトして来るか、もしくは携帯で確認し、受付で名簿確認し番号札を渡したい。
齊藤監事【質問】

小学生を対象にした認知向上プログラムがなぜか合算されている議案になっている。公開例会とはまったく切り離さなければならないような形になっている。予算も１００万の中からとなっているが、その点はいかがか。

菅原委員長【回答】

どうしても切り離してもらいたいのであれば、参考資料として議案に残しておくのはいかがか。

齋藤監事【意見】
参考資料ということであれば、予算４番を０にして検討してもらいたい。

齋藤副理事長【意見】

議案の中を見るとやるだけで手法がない。ＮＤＧＳを広く分かってもらうためにアンケートなり次回まで考えていただきたい。
　　　協－０３　ＬＯＭ外褒章の申請（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元気あるやまがた創造委員会
菅原委員長【上程】
遠藤室長【補足】

皆様から幅広くご意見いただいた上、受賞することを意識して作ってもらいたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　協－０４　オフサイトミーテイングの企画・実施（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元気あるやまがた創造委員会

菅原委員長【上程】
横山委員長【質問】

パネリストの方々はフェイスブックを見て選出したのか。

菅原委員長【回答】

フェイスブックで活躍している方々の中から選出した。

横山委員長【意見】
何の話をするのか分からない。フェイスブックに関する話をするのか、もう少し作られたら皆さんに伝わると思う。
中村副理事長【意見】

フェイスブックを活用してミーティングを行うことと、青年会議所の中のメンバーの目的の関連性がない。絡みを取り入れてはいいのではないか。

野口理事長【コメント】
９月の公開例会に関しましては、齋藤副理事長も意見したとおり、何を最終的にもち帰っていただけるか。齊藤監事からもありましたとおり、ＮＤＧＳ事業をわけて考えてもらえるとはいいではないかと私の方では思います。ＬＯＭ外褒章の申請に関する件で、みなさんからの意見がありませんでしたが、アワードで何をもちかえって何がわかるのか。考えるとアワードという所は非常に良いところです。是非、日本のアワード今後の世界会議のアワードに今一度、ご参加いただきたい。アワードを取るのは難しくないです。皆さんが議案の目的と背景さえしっかりと、委員長、議長、室長がしっかりと背景目的を書けば、申請する人は手法のみです。そしてしっかりと記録する。ＪＣのまちづくりに対する姿勢がどう変わったかという所までアワードですので、今後そういったところの事業までしっかりと考えてもらいたい。オフサイドミーティングの企画は問題ないと思います。ただ、横山委員長が話したとおり何を発信するか、そしてもしオフサイドミーティングをやるのであればサマーコンファレンスの手法を見て下さい。災害復興のこないだの盛岡のパネルでもやりましたがコメントもすべてありました。日本青年会議所の議案にすべて何をそこで発信するか。何を皆さんに感じてもらうか。それを誘導しての議案ですので、日本の議案をそういったところまで捻密に計算してもらいたい。そういった所がアワードに繋がります。来年は本当に山形アワード取りに行きましょう。明日のための今日の会議ですので是非ともたくさんの意見を出していただきたい。
　　　協－０５　KID‘S　ART羅針盤の企画・実施及び運営体制の検証（案）に関する件
活力あるひとの創造委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
佐藤委員長【上程】
中村室長【補足】

前回から大夫議案の内容が変更になった。今回実施に関しても鑑賞プログラムに重点を置いて開催させていただきたい。よろしくお願いする。

中村副理事長【補足】

まちづくり団体と書いてあるが、案としてはビューティフルさんの名前を出させて貰っている。先輩方々に来年以降も支えさせていただきますということと、是非まちづくり団体にまちのための事業として継続していただきたい。ご理解ご協力お願いしたい。これ以上のプログラム、支援をしていこうと考えている所である。よろしくお願いする。
東海林特別委員長【質問】
美術館さんはどのような意見、話になっているのか。
佐藤委員長【回答】
まだ具体的な話はおりません。

齋藤副理事長【意見】

様々な問題点が書いてあるが、その問題点を他の団体に譲るのでは責任感がないのではないか。丁寧な引き継ぎを検証していただきたい。
協－０６　山形ＪＣシニアとの交流事業（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活気ある会員交流委員会

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
櫻井委員長【上程】
中村室長【補足】

会場のレイアウトに関しても、深く現役のメンバーが関われるよう委員会の方で進めていきたいと思っている。よろしくお願いする。

井上副理事長【質問】

大事なのはメンバーとシニアの方々の交流と前回意見させていただいたが、特に新入会員メンバー以外の交流はどのように考えているのか。
櫻井委員長【回答】
新入会員と委員長などが率先し、一緒に行動し名刺交換なりすることが、重要だと思う。
井上副理事長【意見】

了解した。大事なのはメンバーの方々とシニアの方々がしっかりと交流するということシニアの方々に感謝の意を表することである。
野口理事長【コメント】

シニアに関しましては、ＬＯＭの事業がどんどん詰まってきているとういうか、いろんなものに対応してきておりますのでその辺は臨機対応にしていただきたい。シティレディに関しても、この間のＡＳＰＡＣの時に一回行きたい。その日の前後がいい。と確定ではないですがその時の対応もよろしくお願いしたいと思っております。
ＫＩＤ‘Ｓの方に関しまして一つお願いしたいのがビジョン、フローチャートをこの議案に対して作ってもらいたい。われわれが最終的にどこにいくのか、共に歩めると思えるので含めて次回まで考えてもらいたい。決してこの事業、美術館ありきでは無いと思います。たとえば、グランドホテルさんなどＹＢＣさんなど行くと、いろんな絵があるのですが一つ考えてほしいのがこどもと団体と組織が入り交じった考え方、幼稚園一つを巻き込むにしても、企業に行ってこの力は伸びるし、その組織をお互いに知ることが、組織の融合的なものを最後はＫＩＤ’Ｓをお渡しいただきたい。ＮＤＧＳもそうですが、結局は企業を巻き込まないと子どもは巻き込めないと思います。審議に対して巻き込む手法をもう少し考えてもらいたい。
　　　協－０７　新入会員の事業の企画・実施（案）に関する件
誇りある会員開発委員会

長谷川会長【上程】
矢口委員長【補足】

新入会員にとって初めての事業である。分からない点多々あると思う。先輩の方である理事の皆様よりご意見よろしくお願いする。

中村副理事長【意見】
大変、良く出来ていると思う。是非、家族に向けての発信する目的を、記載していただきたい。

鈴木本部長【質問】

事業の一番の目的は何か。

長谷川会長【回答】
一番の目的は、食育ということで魚を知ってもらうこと、家族とメンバーとの交流を考えている。
鈴木本部長【意見】

ありがたい事業である。メンバーと新入会員の皆さん家族が楽しむことが一番だと思う。是非、メンバーと新入会員は楽しんで交流していただきたい。
野口理事長【コメント】

新入会員のメンバーお疲れ様でございます。何点か言いたいことがあるのですが、毎年私が言うのは何をテーマにし、何をもち帰っていただくか。背景と目的があって議案の中ですべてが繋がっていきます。自分達が、一番何をやってもって帰るのか。そこをもう一度、矢口委員長、伊藤室長と協議していただきたい。皆さん、自信を持ってやっていただきたい。

　　　協－０８　７月臨時総会の開催（案）に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会

渡部委員長【上程】
安藤室長【意見】

せっかくの総会なので、ＪＣＩビジョンを入れてみてはいかがか。
渡部委員長【回答】

ＪＣＩビジョンは取り入れたい。

野口理事長【コメント】

一つお願いがあります。ここ近年、総会の委任状を出せばいいや。と非常にこの時間来るメンバーが少ない。７月臨時総会がどのような意義をもって開催するか、この理事のメンバーはお解りのはずです。一人でも多くとは言っていますが全員来ていただいて２０１３年度そのもののことが決まることに対して皆さんの一票がしっかりとあると言う事を認識していただき、室長、委員長の皆さんには自分委員のメンバーをお誘いいただき、総会の時にはフロアに誰もいないと言うぐらいにしていただきたい。最悪、ホテルの方に受付を頼んでもらいたい。昨年感じたことです。担当の方がいかに自分を振り絞ってそこに来るか、再度、メンバーの方々には認識していただきたい。
協－０９　9月定時総会の開催（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会

渡部委員長【上程】
齊藤監事【意見】

公益社団は移行後、予定者は候補者という言い方になる。よろしくお願いする。
　　　協－１０　2012年度8月第1例会日程変更（案）に関する件
事務局

武田事務局長【上程】
承認可決
　　　協－１１　公益認定基準の維持（案）に関する件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人格運営プロジェクトチーム
遠藤室長【上程】
佐藤委員長【意見】
公益について分からないことが多々あるので、委員会メンバーを、引き連れることが
一番の役割だと思う。協力させていただきたい。
矢口委員長【意見】

委員会メンバーの参加推進させていただきたい。
野口理事長【コメント】

前回から、なかなか出てないようですが皆さんあまり馴染みのないものなのかと思います
が、今本当にこれをやっておかないと、山形青年会議所は今年法人変更になりましたが一般にするか、公益にするのか非常に切羽詰まった論文もあります。我々は議事ということを本当に学ばないと今後ＡＳＰＡＣもある６０周年もあるそして、５年後１０年後とこの団体が存続する上で大事なことなのでこれを知らないと議案も作れないと思います。それを見越して今回開催しますのでどうぞ参加していただきたいと思っております。
　　　協－１２　JCI ASPAC山形大会PR活動に関する件
ASPAC準備会議

近藤総括幹事【上程】
齋藤副理事長【補足】

各グループで日本全国飛び回って行きたいと思うので、ご協力お願いする。

渡部委員長【意見】

ＡＳＰＡＣの方は行けなかったのもあるので、御礼参りはできるだけ参加したいと考えている。頑張っていただきたい。
櫻井委員長【意見】
どのような形で決めたのか分からないが、任務を真っ当したいと思っている。
齊藤監事【意見】
なるべく多くのメンバーが、役員会議に入っていただける様、準備、お声掛けお願いしたい。よろくお願いする。
東海林特別委員長【意見】
是非、若いメンバーを多く連れて行って下さい。絶対、何か楽しいことが、教わることがあると思う。
齊藤副理事長【補足】

６月２３日(土)山形ブロック、６月３０日(土)日本ＪＣの理事会、メンバー全員で御礼のＰＲをしたいと思っている。お声がけの方お願いする。

１７．報告・依頼事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長
　　　報－01　ＡＳＰＡＣ香港大会参加御礼について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渉外支援委員会
横山委員長【上程】

　　　報－02　第33回山形大花火大会協賛募集状況について

花火大会特別委員会

鈴木本部長【上程】

　　　報－03　定例理事会の出欠状況について　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

武田事務局長【上程】

　　　報－04　ルーム備品の未返却状況について　　　　　　　　　　　　　　　事務局
武田事務局長【上程】

　　　報－05　委員会別「ルームコピー機使用状況」について　　　　　　　　　事務局
武田事務局長【上程】

　　　報－06　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　　　　事務局

武田事務局長【上程】

　　　報－07　公益社団法人日本青年会議所　理事会参加依頼について
事務局
武田事務局長【上程】

１８．次回開催 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事　
　　[第８回定例理事会]　　２０１２年７月２３日　月曜日　１８：３０～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルーム
１９．監事講評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齊藤監事
本日も長時間にわたりおつかれさまでした。先日の例会でも言いましたが例会が３３名で始まるという前代未聞の数字ですので各委員長、室長におかれましてはしっかりと例会が義務であります。声がけと共に時間の調整をしっかりしていただきたいと思います。折り返し地点を回りまして今後最高の形で終われるようにするのかここからかなと思っておりますのでよろしくお願いします。事務局からもありました、今後ＪＣＩビジョンを取り込んでいく本日の上程議案にはほとんど書かれていませんが次第等々作成する場合には、今後ＪＣＩビジョンをしっかり盛り込んでいただきたい。そして対外的な席はプリントアウトしてお渡しするのがいいのかなと思います。ミッションから紙での展開もいいのかなと思います。例会の部分でもお話しさせていただいた通り今後８月へ向け花火大会特別委員会の方ＬＯＭメンバーとして花火が成功裏におさめられるように委員長の皆様からお声がけいただきたいと思います。おつかれさまでした。
２０．閉会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

